


対馬の地理的環境と越高遺跡の立地

(1)対馬の環境

対馬の位置と地形僻" 1凶)対馬は、九州木十と朝鮮'1三局のⅢ1に位置する長崎県の酢島であり、

北力の上品、南ノゾの F島、および刷辺の諮上,肋、ら榊成されている。北緯釧度5分~ 3'1皮蛇分、東

経 129 皮 10分~ 129 度 30分に位識し、総mi禎は 708.65km、である。刈',1闘から網岡県まで剤」150knl、

,剛鮮半島まで約 501Ⅷと、九州本士より朝鮮半島に近いため、 1.U境の島」とも呼ぱれている。

ヌ、1.1.駐の1址り也の 9害11は11.Ⅱ也である。標高は全体的にみると南力'が商く、北方か低い像向にあり、下,1島
J■J 」■

の矢立1」.1力断込怖1峰(標商6帽 m )となっている島の南化をはしる分水嶺は、島の中心からやや来に

片寄っており、1川側の但徐1は緩やかで、東側は急傾斜となっている。このため、東海片材こは艸1貞地は

ほとノVど形成されない・カ、西海伴には沖仙地がわずかにあるものの、河に1に低地は発達していない。

文、1',1;!しの海半は、沈降りアス式海序と1祈層海岸の 2種麺に分けることができる沈降りアス式海片部よ
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浅茅湾や豊'帯にみられ、関m)長い人ルの松間

に小染落が営まれることが多い。そのため、 4ι

在の集落と同じ地点から遺跡が多く雁認され
七」」ー:E i、.」.」§、ミ

ている。 1折斥刑lij"は1川海垰の1,河府一m!E生J崎、
ごL .1.・」し "ケ

中央部の御1崎,ゴ酘崎、央海那の舟志一仏{賀間

に顕薯にみられる

対馬の地質と環境対馬は、永に対州屑様と

呼ぱれる新引汁t第三旅この頁岩ど砂岩で枇成さ

れている(第 2 区D。この廟:d)1稟さは 61Ⅲ1以上

に達司、る。頁岩や11少岩は浸透や風化に刈司、る抵

抗力が弱く、流水性が1'いという特判ιがある。

そのため対'.1."は耕J也に適さ十、飲料・/kに乏し

い。この対州1耐郡0)風化により4f.じた細長・い小

礫が、越高遺畍の」北横廟小に火畏に兪まれてぃ

た。対小H塀井1ψ)中{・こは一誹1火成y1がみられ、こ

の火成岩カミヌ、ナ州屑群に貰入ナることで111地が

形成されている。

対.1,耕扉1峽は、九州本士と刺鮮半島の闇にあ

り、海1峽の叩央に位匙tる支、1'.1闘を境にして東水

道と西水通に分かれる。対鳥所ル峡には暖流であ

る対.1闘海流が流れているため、対瑪の冬は比

較的t1脚唾で、憂の気斌U'昇も少ないヌ.1・,1.!iのイ1'

叫社勾気i1脚才 1'1゜C~ 15゜Cで、'1j三1の平均気",1は

5.フ゜C、 8 上1の平↓匁気温は 26.4゜Cである。

対、1.Uの雅渕.X才、イスノキ、シイなどが三に体と

浅邦湾
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なっている。分布は1堤られているが、ヒトッバ

タゴやモクゲンジなども 1'1牛.している。また刻

1.!泰こは、日本木士と削鮮半島それぞれのヰ新散をあオ>せもっ鬮有生物種が存在し、ツシマヤマネコ、ツ

シマジカ、ツシマテン、ツシマウラポシシジミ、ツシマカブリモドキなどか牛,包、「jる。

(2)越高遺跡の位置と立地僻j1図)
どiシ.'F' 1・」" ι.1、 1J二

_1刈沖11越i高は川内を流れる飼所川と仁田川が合流寸る河に1付近に位識tる。越高遺跡は、越高集落

から南西に約50o m解爾1た場'所にある。造助;はA ・ Bの 2つの地点から枇jj戈されてぃる遺畍はイ:Π'1

湾に而しているため、綱西風や波浪の侵食による影紳を受けやすい喋境、Fにある。 (齋膝)
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第2図対馬の地質図(m汁'1992)を一部改変
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第1部越高遺跡調査繩借

2対馬の歴史的環境

（1）対馬の原始・古代

縄文時代対馬において旧石器時代の遺跡は現在のところ確認されておらず、遺跡が確認されるの

は縄文時代早期末からである。細文時代の遺跡の多くは西海岸に分布し、湾奥の岩礁性海岸近くの平

坦地に立地している。

縄文時代早期末から前期にかけての遺跡は、上県町越高に所在する越高遺跡がある。この遺跡から

は縄文土器のほか、多数の朝鮮半島系の|隆起文土器が出土している。石器は、石泌が出土している。

対馬ではこの時期にはすでに朝鮮半島との交流が行われていたことがわかる。
<ばら めぉとし、し

縄文時代前期から中期にかけての遺跡は、上県町久原に所在する夫婦石遺跡がある。この遺跡から

は曽畑式や阿高式といった縄文土器や朝鮮半島系の土器が出土しており、縄文土器は少量で朝鮮半島

系の櫛目文士器が大部分を占めている。石器は、石嫉や石斧が出士している。

細文時代中期から後期にかけての遺跡は、 '''紫町佐賀に所在する佐賀貝塚がある。この遺跡からは離

頭銘や結合式釣針といった多数の骨角器が出土している。また対馬の周辺海域には存在しないサルア

ワビ、ユキノカサといった貝類のほかに朝鮮半島系の短斜線文土器が出土している。

縄文時代晩期の遺跡は、峰町吉田に所在する吉田遺跡がある。この遺跡からは、縄文土器、朝鮮半

島系の二重口縁土器や沈線文土器が出土している。

弥生時代弥生時代における対馬の集落遺跡はほとんど確認されておらず、埋葬遺跡が中心になっ

ている。水田関連遺構や石包丁の出土がほとんどなく、稲作に関する実態は明らかになっていない。

また、縄文時代と比較すると朝鮮半島系の士器が少ない。

弥生時代前期の遺跡は、 11'筆町三根に所在する井手遺跡がある。この遺跡からは板付式といった弥生

土器のほかに朝鮮半島系の孔列文土器が出土している。

弥生時代中期の遺跡は、 |||条町吉田に所在する恵比須山遺跡がある。この遺跡では弥生時代中期から

古墳時代にかけてつくられた箱式石棺が12基確認されている。同時期の対馬では箱式石棺墓を中心

とする埋葬遺跡が多くみられる。

弥生時代後期の遺跡は、上対馬町古里に所在する塔の首遺跡がある。この遺跡からも箱式石棺が確

認されており、棺の内外から朝鮮半島系の青銅製円環型釧や大陸系の方格規矩文鏡、北部九州系の広

形銅矛などの遺物が出土している。対馬は同じ時代の他地域の遺跡に比べても、朝鮮半島系や北部九

州系の青銅器の保有率が高い。 （岩熊）
けち

古墳時代古墳時代の埋葬遺跡は対馬全島に分布している。特に下島東岸地域の雛知浦を中心とし

た一帯に、古墳が多く築造されている。対馬の古墳は、山や海岸の礫石を利用したものが主流である。

古墳時代前期の古墳は、上県町志多留に所在する大将軍山古墳がある。墳丘は確認されておらず、

箱式石棺を主体部としている。副葬品は土師器、陶質土器、鳳鏡、鉄雛、玉類が出土している。
でいづか

古墳時代中期の古墳は、美津島町難知に所在する出居塚古墳がある。全長約40mの前方後方墳で、

柳葉形銅雛が出土している｡このことから畿内勢力と結びついていた首長層の古墳と考えられている。

古墳時代後期の古墳は、美津島町難知に所在する根曽古墳群がある。その中でも2号墳は全長約

36mの前方後円墳で、土師器、須恵器、鉄刀片が出土している。

古墳時代終末期の古墳は、厳原町下原に所在する矢立山古墳群がある。 3蛙の方墳が確認されてお

－5－



一位識と蝋境

り、 1号墳からは金銅装大刀の鞘｢|や責金具、須恵器の破片が、 2号墳からは須恵器、銅鋺、刀装具

が出土している。

古代以降対馬は外交の要所として朝鮮半島や東アジア地域と中央政権を結びつける役割を担っ

た。

飛鳥時代、大和朝廷が白村江の戦いで唐・新羅連合軍に敗れると、対馬の浅茅湾の一角に朝鮮式山

城である金田城が築かれた。金田城は城砿が約2klllを囲むほど巨大で、唐や新羅からの侵攻に備える

ための堅固で重要な山城であった。金田城からは二l:師器､須恵器､陶質土器､瓦質土器が出土している。

平安時代、女真族が対馬を襲った事件（刀伊の入憲）をきっかけに朝廷と高麗が関係をもち、 l1

世紀後半頃から両匡lの間で貿易が行われ始めた。特に鎌倉時代になってから活発な交流があり、対馬

は当時の両国間の貿易の拠点となった。このことは、同時期の遺跡である上県町屋敷畑に所在する大

石陳遺跡において朝鮮半島の高麗青磁が多くH仕していることからわかる。また、室町時代に明との

貿易も行われ、美津島町尾崎に所在する水崎遺跡からは、当時の輸入陶磁器が多く出土している。こ

の輸入陶磁器の中でも朝鮮王朝陶磁の占める割合が高いこと、他の遺跡と比べて東南アジア産|燗磁器

の出土数が多いことが水崎遺跡の特徴として挙げられる。

戦国時代、対馬を治めていた宗氏は厳原町今屋敷に金石城を建て、そこを居城としていた。金石城

からは瓦や国産の陶磁器が出上している。朝鮮半島との交流は、安土桃山時代終わりに起こった豊臣

秀吉の朝鮮出兵によって一時は断絶されるものの、江戸時代に入ると朝鮮半島との貿易に支えられて

いた対馬は匡|交回復に努めた。そして対馬藩の大名宗氏と家臣らの努力によって国交は回復し、貿易

を再開させた。また、宗氏は占代から防衛の要の位|避にあった厳原町桟原に城を建て、金石城から桟

原城に移城した。海沿いにある桟原城は朝鮮通信使を受け入れるために築城された城である。桟原城

からは朝鮮王朝陶磁が多数出士している｡対馬は日本と朝鮮半島の結節点としての役割を持っていた。

（中野）

（2）対馬における遺跡立地の変遷

対馬は南北に険しい山地が走り、 l l｣林の面積が全島の約9割を占めている。そのため、対馬の遺跡

は海岸部に立地する傾向にある。

細文時代の遺跡数は少なく、時期ごとに立地の変遷を検討することは難しい。これまでに確認され

た遺跡は海に1mした平地に立地している。集落遺跡では島外との交流を示す遺物も出土している。上

島西海岸には早期から前期の遺跡が多い。これらの遺跡では朝鮮半島系の土器がほぼ主体をなし、細

文士器は少ない。対して、上島中南部には後期の遺跡が多い。これらの遺跡では朝鮮半島系の土器は

少なく、細文土器が多堂に出土している。

弥生時代の遺跡は集落遺跡がほとんど確認されておらず、埋葬遺跡が主である。埋葬遺跡はIIIII1の先

端や海を臨む丘陵上に立地する。その多くが純式石棺墓で、北部九州でみられる支石墓は対馬では確

認されていない。この立地の様相は、古墳時代まで続く。弥生時代は、純文時代より朝鮮半島系の遺

物が少なく、九州本士からもたらされた遺物が多い。前期から中期前半は遺跡が少なく、立地の変遷

はつかみにくい。中期後半から後期前半にかけては上島南部の|||条町三根地区と豊玉町佐保浦・仁位地

区に青銅器が出土する埋葬遺跡が集中する。青銅器の大半は朝鮮半島系のものである。確認された遺

跡数は少ないが、上島北部でも青銅器が副葬された箱式石棺が見つかっている。遺跡数、副葬品を考

慮すると、三根地区や佐保浦・仁位地区が当時の対馬の'･|｣心的な地域であったと考えられる。後期後

半から終末期になると、 ：根地区では多数の副葬品は見られなくなる。一方、佐保浦・仁位地区にお

－6－
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いては副葬品の種類や数が豊富な状態が続く。よって、遺跡分布の中心は佐保浦・仁位地区に移った

と考えられる。また、遺跡の分布が下島に拡大し、後期後半には下島でも箱式石棺墓が築かれるよう

になる。浅茅湾岸地域で九州本土系の青銅器を多数副葬した箱式石棺墓が確認されており、雛知地区

が下島において遺跡分布の中心をなしたことがわかる。

古墳時代にも埋葬遺跡が多く、立地の様相は弥生時代と変わらない。中期になると難知地区では、

根曽古墳群の1号墳に代表されるような前方後円墳が築造される。後期から終末期になると下島南部

において古墳の分布が広がり、下島南岸にも終末期古墳が築造されるようになる。難知地区は終末期

まで継続して古墳が築造され続けている。そのため、古墳時代を通して対馬の中心的な地域であった

と考えられる。

古代になると､朝鮮式山城である金田城の築城や国府の設置など下島に中央政権の施設が集中する。

特に厳原では、中世に宗氏の居館が、近世に金石城などの城郭が築かれた。以降、厳原は現代に至る

まで対馬の中心的な地域として機能している。

以上をまとめると、対馬では、繩文時代早期から前期は朝鮮半島との交流を示す遺跡が上島西海岸

に集中するが、後期には朝鮮半島との交流が低調化し、九州本土との交流を示す遺跡が上島中南部に

集中する。弥生時代は箱式石棺が集中する上島南部が対馬の中心的な地域であった。古墳時代になる

と下島に多く古墳が築造されており、下島が中心的な地域となる。遺跡の分布からみて対馬の中心的

な地域は上島の三根、佐保浦・仁位、下島の難知、厳原と時代が下るとともに南下する。朝鮮半島と

の交流が衰退し、九州本土との交流が活発になるにつれ、対馬の中心的な地域は上島から下島に変遷

(宮浦）していったと考えられる。
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越商遺跡の調査

三越高遺跡の調査

1 ．調査経過

（1）既往の調査

越高遺跡は対馬郷土ｲﾘ|:究会によって発見された．契機となったのは第3図の隆起文土器である。本

資料は、 1970年に九州大学による対馬2次調査時に木村幾多郎氏により実測されたものである。木
トン

村氏は、越高遺跡で採集された土器に刻目のある横隆帯と細隆起線が施文されている点に注目し、東
サ』、ドン

三洞貝塚出土土器との類似性を指摘した(西･木村1974)。その後坂田邦洋氏を中心として発掘調査(第

1 ．2次）が実施され、本遺跡は隆起文士器を中心とする朝鮮半島系の土器が多数出土する遺跡とし

て注目されるようになった。

第1次調査は越高遺跡B地点（当時、越高遺跡と呼称）を対象とし、 1976年12月11日～17日の

日程で行われた。調査主体は､上県町教育委員会と長崎大学医学部解剖学第二教室である。調査区は、

海岸部崖面の前に第1 トレンチ、傾斜地に第Ⅱトレンチが設定された（第4図)。調査の結果、第Ⅱ

トレンチでは地表下1～3mにかけて良好な遺物包含層が確認され（第5図)、包含層から朝鮮半島

系の隆起文士器を主体とする多数の遺物が出土している。縄文土器は、前平式土器が7点出土したと

報告されている。石器は、石鰄、石槍、石匙、削器、石斧、石核などが出土している。また出土位置

は不明だが、士職墓が2基検出されたと報告されている（坂田1978)。

第2次調査は越高遺跡A地点（当時、越高尾崎遺跡と呼称）を対象とし、 1978年7月16日～22

日の日程で行われた。調査主体は、上県町教育委員会であり、調査目的は隆起文土器の編年を明確に

することであった。調査区は、崖面東寄りの遺物包含層が露出した場所に設定された（第6図)。調

査の結果、縄文時代早期から前期に相当する6枚の遺物包含層が確認された（第7図)。この調査で

は細文土器と隆起文土器の併行関係が確認され、上瞬では縄文土器が、下層では隆起文l二器が多く出

土するという傾向が指摘された。また遺構として、鋪2層から2基､第4膳から1基の炉跡（第8図）

が報告されている（坂田1979)。

その後約20年を経て、遺跡が海水の侵食にさらされ、第2次調査から海岸部の地形がかなり後退

叩
－

I ： 2

第4図第1次調査調査区位置図（坂m1978)第3図越高遺跡で採集された土器（木村氏実測）
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第1部越高遺跡調査報告

していることが確認された。遺跡が消滅段階にあるとの危倶から、遺跡の範囲を確認するために長崎

県による第3次調査が行われた。越高遺跡（当時、越高浜遺跡と呼称)A･B地点を対象とし、 1996

年8月26日～9月13日の日程で行われた。長崎県教育庁文化課を主体に、上県町教育委員会の協力

を得て行われ、調査区はA地点に3箇所、 B地点に2箇所設定された。第3～5調査区において、隆

起文士器や沈線文士器の出土が報告されている。しかし波浪の影響や包含層が深いなどの点から、 ‐|－

分に調査が行われなかったため、遺跡の範囲は依然不明のままに終わっている（東・福田1998)。

このように、越商遺跡は日韓新石器時代の交流史を考える上できわめて重要であるにも関わらず、

その規模も性格も判然としない状況であった。その後も台風などによる波浪の影響で遺跡が破壊され

つつあるとの情報があり、発掘調査による実態解明が喫緊の課題とされた。そこで熊本大学文学部考

古学研究室は対馬市教育委員会と合議し、共同で本遺跡の残存状況を探るため発掘調査を行うことに

した。

第4次調査は、熊本大学文学部考古学研究室と対馬市教育委員会を調査主体とし、遺物包含層の堆

積状況の確認のために、 2015年8月16日～24日の日程で実施した。調査区はA･B両地点の海岸

部と谷部の崖面に1箇所ずつ、計4箇所に設定した。調査方法は崖の表面をわずかに削り、遺物包含

層の残存状況を確認するというものであった。その結果、遺物包含層はA･B両地点に良好に残って

いることを確認できた。A地点では海岸部調査区において、第2次調査と概ね一致する士層堆積状況

を確認したが、遺物の出土がなかったため、各層の時期比定はできなかった。谷部調査区においては、

隆起文士器や石器を含む遺物包含層を確認し、遺跡の範囲が北西部に広がる可能性が高まった。 B地

点では、海岸部調査区と谷部調査区で複数の遺物包含層を確認し、特に6層（第5次調査の第4層に

相当）においては隆起文士器を含む遺物が多数出土した。 6層は、第1次調査における遺物包含屑に

相当するものと推定されたが、第1次調査で検出された遺物包含層直下の岩盤は、 6層下では確認で

きなかった（山元2016)。

第5次調査は､越高遺跡B地点を対象とし､2016年9月11日～22日の日程で実施した｡調査主体は、

熊本大学文学部考古学研究室と対馬市教育委員会である。調査目的は、第4次調査で不明瞭であった

層序の把握と、第1次調査において遺物包含層直下より検出された岩盤の確認であった。調査区は、

海岸部崖面と谷部崖面の2箇所に設定した。調査の結果、海岸部と谷部の層序に対応関係がみられる

ことが明らかになった。最終的に5枚の堆積層を確認した。遺物は第3～5層で出士し、土器、石器、
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越高遺跡の洲沓

炭化物であった。士器は、その多くが朝鮮半島の新石器時代にみられる隆起文士器である。土器の垂

直的な出土集中部と型式蕪、それらに伴う放射性炭素年代値などから、二時期に分かれることが明ら

かになった。石器は荷雛、スクレイパー、砥石、敲石などが出土している。しかし、第4．5次調査

でも、第1 ．2次調査で検出された埋葬跡や炉跡などの遺椛は全く検出されなかった。さらに徳島大

学西山賢一氏による調査では、遺物包含層そのものが崖錐性堆積物であるとの地質学的所見から、遺

跡が二次堆積物によるものである可能性も否定できない。遺跡の性格はもとより成因すらよく分から

ない状況であった（岡田･豊永2017)｡ (齋藤）

（2）今回の調査（第6次調査）

その後、 B地点において対馬市教育委員会による追加調査(2016年10月3日～10月20日）が実

施され、第5次調査の海岸部の地表下1mの部分から第5層相当層の遺物包含層が確認され、そこか

ら第5次調査の第4層出土土器とはほぼ同じ様相の土器（第21図）が発見された。

この結果を受け、遺跡の規模や広がり、成囚の究明のためには、 B地点における継続調査が必要で

ある点、A地点においても遺物の出土が谷部だけでなく海岸部からも見られる点、遺跡や包含層の広

がりがまだ明確になっていない点などから､対馬市教育委員会と合議し､両地点における継続調査（第

6次）を行うこととした。

調査は越高遺跡A･B地点（第9図）を対象に、 2017年9月9日～21日までの13日間実施した。

調査区はA･B地点にそれぞれ1箇所設定した。測晶調査はA・B地点でそれぞれ行った（第1表)。

A地点では第4次調査崖l繭から海岸への遺物包含層の広がりの確認を目的とした。調査区は南北方

向に長辺を取る形で、第4次調査と同一地点の崖下に設定した。調査の結果、遺物包含層が海岸へ広

がることを確認し、炉跡を検出することができた。測量は、調査区崖上の斜面及び段畑として利用さ

れていた平坦部を中心に行った。第2次調査時の測鮭図との比較から、今回の調査区との位置関係を

推定した（第l0図)。

B地点では、下層の遺物包含j轡の平面的、垂直的な広がりの確認と岩盤の検出を目的とし、調査区

は東西方向に長辺を取る形で、第5次調査と同一地点の崖下にやや広めに設定した。測量は、第5次

調査で未測量であった斜面上側の平坦部を中心に行った。調査の結果、遺物包含層が海岸に面的に広

がること、調査区東側に岩盤が露出し、西側の岩盤を合わせたその地勢から、遺跡が対州層群の岩盤

割れ目 （谷地形）に隅位的な堆積をして形成されたことが判明した。 （鹿重）
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第1部越高逓跡調査州告

第9図越高遺跡A・巳地点位置図

第1表越高遺跡基準点座標一覧（局地座標）

基準点名

1(1,16-10

KTl6-11

KT16-12

KT16-13

KT16-1"1

KT16-15

KT16-16

KTl6-17

KT16-18

I<'1，16-19

K'1,16-20

KT16-21

K'1,16-22

KT16-23

X座標(m)

27. 194

1．231

2．928

－3．347

-12.520

-15.910

-12．822

－8．522

－0．787

－0．993

1．589

－2．218

-0. 168

7394

Y座標(m)

－3．279

-0,511

24．601

43．932

38．575

39.946

-53.827

-58.404

-66. 161

－60．682

－62．944

－48．234

-51 .850

－47．276

Z座標(m)
18.747

3．897

3．400

1 973

6. '146

6．824

8. 137

8．910

10.287

11．800

備考

（第13図）

（第13図）

（第13図）

（第9図）

（第9図）

K4を改称（第10図）

（第10図）

（第10図）

（第10図）

（第10図）

（第10図）

（第10図）

（第10図）

（第9図）
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二越商遡跡の洲査

2越高潰跡A地点

（1）調査区の設定（第10図）

越高遺跡A地点は越高遺跡B地点から南西約60mの地点に位置する。A地点は海岸沿いに高さ3

mほどの崖面が続いている。満潮時には海水IAiが崖而ぎりぎりまで迫り、第5次調査時よりも侵食が

すすんでいた。この崖而が遺物包含層であることは、第4次調査で確認している。

今回の調査では、崖下の様子と海岸への遺物包含層の広がりを観察するために、第4次調査海岸部

訓在区崖面の直下に南北1m、東西4mの調査区を設け、包含層のひろがりを確認した。また調査区

東側では一部を深く掘り下げ、遺物の出土状況や士層の埖積状況の観察を行った。

その結果、調査区西側の崖面直下で炉跡の・部を確認したため、調査区を崖而から東に1m、北に

0.5m拡張し、炉跡の全容を把握した。

なお、第2次調査で設定された調査区は今|ilの訓査区南端から崖而に沿って南へ約2mの位置に設

定されたと考えられる。

（2）遺跡の層序（第11 ･ 12図）

今回の調査では、 11枚の士層を確認することができた。第1層と第2層は調査区西壁でのみ、第

~隆一～
、

、

一

Ｖ
、

1 1

9
／

10

8

７

KT16-15

田

〆
、
鼠
、

一．=一~~~~一.一‐可

1は第2次澗食調査侭推定位i瞳
L､－．－＝ﾆ 晋三斗

("61Xlより）

＝

、
10m0 5〆

、
ノ／

1〆

第10図A地点測鐙図
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第1部越商遡跡調査報告

3j唇と第4層は調査区南雛でのみ確認できた。

第1層は黄褐色の混礫士層である。礫の大きさは約7clnである。しまりはやや悪い。また第1層は、

第4次調査の81轡と対応すると考えられる。

第2層は厚さ約04～0.7nlの黄褐色の混礫土層である｡礫の大きさは約2cnlで､しまりはやや悪い。

第3層は撹乱である。崖面の土が崩落し、再堆積したものであると考えられる。 しまりは悪い。

第4層は厚さ約0．4～05mの砂利層である。波による再堆積であると考えられる。しまりは悪い。

第5層は厚さ約0.2mの褐色の混礫土層である。礫の大きさは約3～4clllであり、間に細かい砂粒

がつまっている。しまりはやや悪い。

第6層は厚さ約04～0.5mの黄褐色の混礫粘土層である。礫の大きさは約2～3cmであり、礫が

密集している。 しまりはやや良い。

第7層は厚さ約0．2～0．4mの褐色の砂礫土層である。しまりはやや良い。

第8層は厚さ約0．2～0.4mの暗赤褐色の砂礫粘土層である。礫の大きさは、約2～3cInであり、

しまりはやや良い。炉跡はこの層で検出した。炉跡についての詳細は出土遺構の項で述べる。

第9層は厚さ約04mで、黄褐色の砂質シルト層である。礫が混じっており、礫の大きさは約6～

7clllである。しまりはやや悪い。大礫が見られ、第2次調査で人頭大の円礫が混じると報告された層

に相当する可能性がある。

第10層は厚さ約03mの赤褐色のシルト層である。しまりはやや悪い。約2～3cmの角礫が混じっ

ている。海水が流入していることにより、詳細は確認できなかった。

第1l層は褐色のシルト層である。しまりはやや悪い。第10層同様に海水の流入により詳細は確認

できなかった。

第1 ．2． 5～11層が自然堆積層であり、第3．4層が再堆積による層であると考えられる。

なお、今回確認した層位は、出土土器の様相や第9層から大礫を確認していることから、第8層が

第2次調査の第6層、第9層が第2次調査で人頭大の円礫が出土している層に比定できると考えられ

る。また、比高差から第1 ．2層は第2次調査の第1 ．2層に比定できるものと考えられる。

（3）遺物出土状況

遺物は第6～10層で出土した。Mご|土した遺物は士器136点､石器51点､炭化物26点である。内訳は、

第6層から土器4点､石器39点､第7層から土器1l点､石器2点､炭化物1点､第8層から土器73点、

石器2点、炭化物18点、骨片、第9層から土器7点、石器1点、骨片、第10屑から土器2点、炭化

物1点である。第8層の遺構内からは土器33点、炭化物16点、骨片が出土した。第1l層は、海水

の流入により遺物の有無が確認できなかった。

遺構周辺と調査区中央部から遺物がまとまって出土した。遺構周辺からは土器27点､炭化物15点、

骨片が出土した。炭化物は、放射性炭素年代測定法(AMS法）を用いて分析を行った。調査区中央

部では特に第7層から集中して遺物が出土した。また崖面直下の第6層からは39点の黒|曜石が出土

した｡出土した土器の大半は朝鮮半島の新石器時代にみられる隆起文土器であった。 （赤峯）
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越高調査の遺跡
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第1部越高避跡調査報告

3越高遺跡B地点

（1）調査区の設定（第13図）

越高遺跡B地点は崖而が露出しており、南東部の浜辺は角礫で構成されている。この崖而は第5次

調査において、遺物包含層であることを確認した。崖下の地表面には漂着物が大量に混じっており、

それらを除去するために現地表面を掘削した後、発掘調査を行った。第5次追加調査で、海岸部にも

遺物包含層が広がることが確認されている。

今回の調査では、遺物包含層の而的な広がりと第1次調査で検出された岩盤の確認を目的として調

査区を設定した。なおこれは､第5次調査における海岸部調査区とほぼ同一地点で､やや純囲を広げ、

南北7.5m、東西11.5mとした。

掘削の結果、調査区西側において南北6.3m、東西1 .3mの撹乱を確認した(A)。これは覆土か

ら第5次追加調査の調査区と推定される。さらに、調査区南側に南北0.5m、東西4.5mの撹乱部分

を確認した(B)。その位置からみて第3次調査の第4調査区と推定される。

調査区は遺物や士層を確認しつつ人力で深さ0.2mほど掘削した。

（2）遺跡の層序（第14 ･ 15図）

今回の調査では2枚の士層を確認することができた。上位の層はその色調、 しまりから第5次訓杏

における第5層に相当する。よって今回の調査の層序を第5次調査の層序に準拠する。なお、 トレン

チ(A)南側の第5層上位において、堆積層を切った波浪による二次堆積の撹乱が確認できた。

第5層は厚さ約04～0.5mの褐色の混礫砂層である。礫の大きさは約2～3clnで、大礫も含ん

でいる。しまりはやや悪い。

第6層は褐色の混礫土層である。重機で掘削したが、層の下面まで到達できなかった。層の厚さは

2m以上あると思われる。礫の大きさは約2～3cmであり、第5層との違いはないが、薄く平たい

礫が多い。しまりはやや悪い。

調査区東側は、第5層の堆積がほとんどなく、岩盤上面を確認した。調査区西側の崖面にも岩盤が

確認できるため、この部分は岩盤を基層とした本来谷地形であったと考えられる。

（3）遺物出土状況

遺物は第5層から出土した。出土した遺物は土器118点、石器15点、炭化物16点、骨片4点であ

る。炭化物は、放射性炭素年代測定法(AMS法）を用いて分析を行った。

特に調査区北西部から遺物がまとまって出土した。第5次調査海岸部の土器出土集中部直下の調査

区内では、遺物の出土は少なかった。出土した土器の大半は朝鮮半島の新石器時代にみられる隆起文

土器であった。 （小堀）
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二越高遺跡の調沓
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第1部越商泄跡調査報告
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二越高遺跡の調査

4．出土遺構

（1）遺構の性格

今回の調査では、A地点から炉跡を1基確認した（第16図)。

炉跡は調査区西側の第8層下面で検出した。検出した炉跡の底面の標高は約2mである。各辺に2

つずつ砂岩製の板状の石を配置し、南北約1. 1m、東西約1. 1mの方形をなしている。石はいずれも

長さ約50cI11、高さ約15cm、厚さ約5～15cI11である。石はわずかに外側に開いている。遺構の上面か

ら深さ20cInを掘り下げ、石の下端まで検出した。炉跡の底面は地面をそのまま用い、平らであった。

底面からは焼土を確認した。また、覆土及び底面から遺物が出土した。

以上のように規格性のある砂岩製の板石で区画されており、その内部から焼土や遺物を確認してい

ることから、この遺構を炉跡と判断した。またこの周辺に他の遺構は確認できず、屋外に置かれたも

のと考えられる。

なお、遺構士腰断面図に関しては、炉跡を覆う層は第6層と第7層で、分層を行っていない。炉跡

は第8屑に属するものであり、第6．7層は上層に堆積している。

（2）出土遺物

遺構からは、土器と炭化物、骨片が出土した。遣隣内で出土した土器は第17図に示した。

土器は33点出土した。いずれの土器も文様は確認できなかった。また小片であるため器形も不明

である。詳細は出土土器の項で述べる。土器の大半は炉跡の南東部から集中して出士した。

炭化物は16点出土した。放射性炭素年代測定法(AMS法）を用いて分析を行った。

骨片も炉跡の'|'から多数確認できたが、小片であり原形を留めていなかったことから同定はできな

かった。骨片は炉跡全体から出土している。

（3）遺構の時期

遺構内から出土した炭化物の分析による放射性炭素年代値は、 1 (7暦年代範囲で4964-4899cal

BC (測定試料名:PLD-35606)である｡調査区東側の第8層の年代値も4934-4848cal BC (測定試料名：

NSTI<-54A)を示し、第81苗は層の堆積に大きな乱れがないと想定できる。また、第10層出土炭化物

の年代値が5168-5076cal BC (測定試料名:NSTI(-100A)なので、第10層と第8層に安定した層位

的な堆積をしているといえる。よって遺構周辺に撹乱は無く、安定した士層の層位的な堆積状況を示

していると判断できる。

炉内部から出士した土器は、いずれも文様が確認できないことから時期の比定は難しい。しかし、

炉の属する第8屑と上下層である第7．9層から隆起文土器が出土している。このことから炉は、隆

起文士器が使われる時期である、朝鮮半島の新石器時代前期と併行する時期のものと考えられる。

なお越高遺跡では、第2次調査で炉跡がA地点から3基出土したと報告されている（第8図）が詳

細は不明である。いずれも円礫を間隔を開けて配置し、直径約1mの円形をなしており、炉内では遺

物は出土していないとされる。今側の調査で出土した遺構とは様相が異なるため､検討が必要である。
獺よ､パン

今回の洲査で検出したものと類似した炉跡は、朝鮮半島のi隙国釜山市に所在する東三洞貝塚や凡方

貝塚で確認されている。いずれも平らな石を方形に組み、地面を炉の床にそのまま使用する屋外の炉

である。東三洞貝塚で検出された炉は1辺が約0.6mの板状の石を方形に配している。凡方遺跡で検

出された炉は､規格性の低い石を長方形に細み、1辺が約1m､もう1辺が約0.5mである。 （赤峯）
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第1部越高遺跡調査報告
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二越高巡跡の洲査

5出土遺物

（1）土器（第17～21図）

今回の調査では、総計254点の土器が出土した。図示した貸料は92点である。ほとんどの土器が

朝鮮半島系の特徴を有する-'二器である。その多くが朝鮮半島南海岸地域で出土している|隆起文土器で

ある。

隆起文士器には、隆帯文、隆起線文、刺突文、沈線文、豆粒文の5種類の文様がある。これらの文

様は、 i誠独で施文される場合と複合して施文される場合がある。 しかし出土資料は小片が多いため文

様構成が明確ではないものも多い。

<A地点〉

A地点では136点の土器が出士した。このうち文様や条痕があるものと底部を50点図示した｡以下、

図示した遺物について述べる。

隆帯文土器（2， 12，13， 15， 16，17、 18) 7点図示した。層位別にみると、第6層1点､第7増1点、

第8層2点、第10)"1点、層位不明2点である。隆帯文は｢I縁部に対して平行に1～数条施文され

ているものを基本とする。隆帯文の刻凹は、刻目の形状により指によるものと工具によるものに分類

した。

12， 13， 15は指による隆帯文が施文されている。 2， 17， 18は工具による隆帯文が施文されている。

l6は摩滅が著しく、隆帯文の施文具を特定できなかった。

隆起線文土器（1， 5，20， 21) 4点図示した。層位別にみると、第8j"2点、第9層1点、層

位不明1点である。隆起線文は口縁部に対して平行に、 l～数条施文されているものを基本とし、斜

位や縦位に施文されているものもある。

5， 21は1幅の細い隆起線文が斜位に、 5は4条、 21は2条施文されている。

刺突文土器（4， 26） 2点図示した。層位別にみると、層位不明2点である。

4は| |縁部が垂直に立ち上がる鉢であると考えられる。口唇部は丸くおさめられている。刺突文が、

確認できる器而全面に散布的に施文されている。刺突文は列状をなすと考えられるが、全容は不明で

ある。 26は刺突文が横位に1条施文されている。刺突文は直線ではなく、波状を呈する。

沈線文土器（6， 7， 8， 9， 10， 1 1， 23， 50) 8点図示した。層位別にみると、第6層1点、

第7層1点、第8層3点、層位不明3点である。沈線文は口縁部に対して平行だけでなく、縦位や斜

位､格子状に施文されており、他の文様の土器と比べ多様である。しかしすべて胴部小片であるため、

他の文様と複合している可能性もある。

6，10は沈線文が斜位に施文されている。 7は沈線文が斜位に2条､間隔をあけて施文されている。

8， 9は｣二具による沈線文が縦位に施文されている。 8の沈線文は他の個体と比べてil喝が広く、箆の

ような｣二具で施文されたと考えられる。 9は内面にユビオサエが明瞭に残る。 11， 23は沈線文が格

f状に施文されている。 50は沈線文が斜位に2条施文されている。器面に強いナデのあとが残って

おり、外I師は滑らかである。器確が非常に薄い点、胎土に含まれる鉱物の鼠が少ない点より、 50は

隆起文土器ではないと考えられる。

複合文土器（3， 14， 19，22，2'|、25) 6点図示した。 j鱒位別にみると、第7層1点、第8層4点、

第9層1点である。文様の複合は、隆帯文と豆粒文、隆帯文と沈線文、隆起線文と刺突文、刺突文と
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沈線文、刺突文と豆粒文の5種類が確認された。

3は器壁が非常に屈曲しており、壺の頚部であると考えられる。刺突文が2条施文されており、豆

粒文が2箇所に張り付けられている。豆粒文上にも刺突文が施文されている。 14は他の個体と比べ、

器壁が厚い。隆帯文の切れ目部分に豆粒文の張り付けが確認される。 19は隆帯文が1条と、その下

部に沈線文が縦位に3条施文されている。 22は隆起線文上が口縁部に対し平行に1条と、斜位に1

条施文されている。このうち横位の隆起線文には刺突文が1箇所施文されている。 24は沈線文が斜

位に2条と、その間に刺突文が2箇所施文されており、下部の沈線文に重なるようにしてさらに2

条の沈線文が施文されている。25は沈線文が斜位に2条と、これらの間に刺突文が施文されている。

山形区画の内部に刺突文が施文された文様構成ではないかと考えられる。

条痕（27， 28， 29， 30， 31， 32， 33， 34、 35， 36， 37， 38， 39， 40， 41) 15点図示した。層位別

にみると、第6層2点、第8層2点、第9層1点、層位不明10点である。小片であるため全体の様

相は不明であるが、条痕で調整された土器である。

27， 35， 36， 37， 38， 39，40、41，は内外面が条痕で調整されている。 28， 29， 30， 31， 32， 33

は外面が条痕で調整されている。 33は仁|唇部が丸くおさめられている。 34は内面が条痕で調整され

ている。

底部（42，43， 44，45，46，47，48，49) 底部は8点を図示している。層位別にみると、 7層1点、

8層1点、 9層4点、 10層1点、層位不明1点である。全て平底である。45は内面に赤色顔料が付

着している。

無文土器（51、第17図） 炉内から出土した土器である。 33点出土した。層位は第8層である。

土器の大半は炉内の南東部から集中して出土した。小片であるため器形は不明である。色調は明るく、

内外面をナデで調整されている。胎士の色調から同一個体と考えられるが、接合はできなかった。

まとめ

土器は第6層～第10層で出土した。条痕で調整された土器は、大部分が層位不明であるものの、

比較的上位の層に多く確認される。隆起線文士器は主に第8層と第9層に確認され、沈線文士器は第

6層～第8層で確認された。これにより隆起線文土器よりも、沈線文土器のほうが新しい様相を示す

と考えられる。複合文土器は第8層でのみ確認された。隆帯文土器は第6～第10層のすべてで確認

された。

<B地点〉

B地点では118点の土器が出土した。文様や条痕が確認されるものと底部を24点図示した。以下、

図示した遺物について述べる。文様の分類はA地点による。

隆帯文土器（52，54，57，58，59、60，61，62，63，64，65，66) 12点図示した。層位別にみると、

第5層7点、層位不明5点である。隆帯文は口縁部に対して平行に1～数条施文されているものを基

本とし、斜位や縦位に施文されているものもある。

52， 58， 61は指による隆帯文が施文されている。52と61は口縁部である。 61は口縁部はやや外

反する。隆帯文が1条とその下部に斜位に5条施文されている。横位の隆帯文には途切れている部

分があり、隆帯文は器面を一周していないと考えられる。 54， 57， 59，60， 62， 63、64， 65， 66は

工具による隆帯文が施文されている。このうち54， 57， 59， 60， 62は口縁部である。 54の隆帯文は

刻目の間隔が密である。内面だけでなく口縁部にもユビオサエが残る。 57は器壁が口縁に向かい内

側へ湾曲する鉢形と考えられる。59は隆帯文が2条施文されており、その間は斜位の隆帯文で'1－|形
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に区画されている。刻ロは間隔が密である。60は'二I唇部が丸くおさめられている。隆帯文が2条と、

その間に斜位と縦位に2条ずつ施文されている。65は'1癌の狭い隆帯が1条施文されている。

隆起線文土器（55, 67） 2点図示した。屑位別にみると、第5屑1点、層位不明1点である。

55は隆起線文が2条施文されている。67はほぼ摩滅しているものの、隆起線文が1条施文されて

いる。

刺突文土器（56,68） 2点図示した。層位別にみると、層位不明2点である。

56， 68はl l縁部である。 56は器砿が大きく湾曲しており、 |=|縁部が外反する器形であると考えら

れる。口縁下に平行に刺突文が2条施文されている。 68の口唇部が丸くおさめられている。口縁部

に対して平行に刺突文が1条施文されている。

沈線文土器（69） 1点図示した。層位は層位不明1点である。

69は沈線文が斜位に4条施文されている。内面は条痕で調整されている。

複合文土器（53） 1点図示した。層位は第5層1点である。文様の複合は、隆帯文と隆起線文が

確認された。

53は口縁部で、指による隆帯文の下部に隆起線文が施文されている。

条痕（70， 71， 72) 3点図示した。層位別にみると、第5層2点、層位不明1点である。

71， 72は内外面が条痕で訓整されている。 70は内外面に深い条痕が施されており、外面は横位に

施されているが内面は横位と斜位の2方向に施されている。これらの特徴から、 70は隆起文土器で

はないと考えられる。

底部（73，74，75） 底部は3点図示している。贈位別にみると、第5層2点､層位不明1点である。

全て平底である。

第5次追加調査の出土遺物

第5次追加調査は対馬市教育委員会が行なったものである。この調査地点は今回の調査のB地点ト

レンチ(A)に相当する。

9点図示した。層位は今回の調査の第5層に相当する。

隆帯文土器（76， 78， 79，80， 81） 5点図示した。76は隆帯文が1条施文されている。 78， 79，

80， 81は工具による隆榊文が1条施文されている。

複合文土器（77，82， 83，84） 4点図示した。 77は~[具による隆帯文が1条施文されている。 口

縁部には刻目が施されている。82と83， 84は胎土や文様構成から、同一個体と考えられる。 82．

83．84は隆帯文が3条、その下部に隆起線文が1条施文され、以下隆帯文と隆起線文が1条ずつ交

互に施文されている。

まとめ

B地点では、隆帯文土器、隆起線文士器、刺突文土器、沈線文士器、複合文土器、条痕で調整され

た-上器がすべて第5)曾から出土した。個体数は隆帯文土器が最も多い。ほとんどの土器が文様や文様

榊成から同時期のものと考えられるが、 56や68，69， 70は様相が異なるものと考えられる。 （三浦）
（2）石器

今回の調査では、総計66点の石器が出土した。図示した資料は8点である。

<A地点〉

A地点では51点の石器が出上した。層位別に見ると、第6j"39点、第7層2点、第8層2点、第

9)鱒1点、層位不明7点である。図示したもの以外は全て黒曜石の剥片、砕片である。以下、図示し
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た遺物について述べる。

石斧 1は頁岩製の打製石斧である。第8層から出土した。表面は自然面の残る部分が多く、刃部

は欠けた後に加工されている。裏面は全体に粗い加工が見られる。また両側面は磨いて加工されてい

る。基部と表面刃部が欠損している。

敲石2は砂岩製の敲石である。表面の中央部、左側面、下端に使用痕が見られる。石器の半分は

欠損している。

凹石 3は砂岩製の凹石である。表面の中央部に使用痕が見られる。裏面の下半部に滑らかな部分

がある。

<B地点〉

B地点では15点の石器が出土した。層位別に見ると、第5層11点、層位不明4点である。黒曜石

製の石器や剥片が9点出土している。以下、図示した遺物について述べる。

石雛4， 5は黒朧石製の石雛である。両者とも第5層から出土した。 4は全体に丁寧な調整加工

が施されており、二等辺三角形を呈する。 5は両面に細かい調整が見られる。他の部分に比べ、基部

右側の調整が最も新しいことから、欠けた後に調整を施したと考えられる。先端部が欠損している。

敲石6は砂岩製の敲石である。第5層から出土した。上端、下端、両面の中央部に使用痕が見ら

れる。また、長辺の両側面には2箇所ずつ、 くぼみが見られる。

剥片 7－①、 7－②は頁岩製の剥片で、両者とも第5層から出土した。 7－①が剥出された後に、

7－②が剥出されたものである。両者とも表面の上端に加工が見られる。

（3）その他

今回の調査では、土器、石器の他に炭化物と骨片が出土した。

<A地点〉

炭化物A地点では26点出土した。そのうち､遺構内から出土した炭化物は16点であった。なお、

土器付着の炭化物、第8層出土の炭化物に関して放射性炭素年代測定法(AMS法）を用いて分析を

行った。

骨片A地点では遺構内から多数出土しているが、小片で状態も悪く、種の同定はできない。

<B地点〉

炭化物B地点では16点出土した。なお、土器付着の炭化物、第5層出土の炭化物に関して放射

性炭素年代測定法(AMS法）を用いて分析を行った。

骨片B地点では4点出土した。種の同定はできないが、 うち1点は動物の歯と思われる。 （安原）
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第2表出土土器観察表 （）は復元径

法敬（低IⅡ）
焼成 胎 肘 備恵文様 色洲 捌秀区磯作部位器形NC

瓢部径 器淵u径 底筏

外： !.(Wa（2.5YR3/2）

晩起線文 縄 ヘ地点 徳，燭胴部 良凋F明
内；理柵（7.5VR:l/1）

外､ ↑幟（5Yl<6/8）

鋪7届陥幣文 良凋 密 札地点ｲく明 ll何部
リ

色

内↓灰描（7.5VR‘l/2）

外↑明亦棚色（5YR5/6）

良好 徴密 A地点 鋪7届刺突文・豆粒文頚部 (8．2）｝ Ｔ
且
６
且
５
８
毎

Ｂ

】

内：にぶ§､赤渇（5Ⅷ5/4）

外：褐（7.5YR4/3）

良灯 やや密 l地点鉢 n線部 刺礎文(26.0）！

内；蹄拙(7.5YR3/3)

外 11Mu(7.5YR3/3)

やや不良 密 ﾍ地点 認8厨l堆起線文胴部ド明５

内：褐（75YR‘l/6）

外： lﾘI赤渦（5YR5/8）

敏密 l地点 第8屑沈線文 良麺胴部不明6

内：にぶい蛍褐(IOYR5/4)

外：明作隅(5YR5/6)

l地点 堀8届沈線文 良醐 敏密f明 胴部７

内：棉（5YR6/6）

外：にぶい渦（75YR5/3）

'ド明 1111部 沈線文 良好 敏密 l地点 堀6層8

内：灰戯描（lOYR.'/2）

外：にぶい渦（7.5YR5/4）

下明 胴部 沈線文 良凋 繊密 l地点9

内:W(5YR6/6)

外：侭（5YR6/6）

イミ明 胴部 沈線文 密良好 A地陶 鋪7吋l(）

内t明亦描（5YR5/6）

外: IM(75YR4/3)

ド明 胴部 沈線文1 1 良好 微密 A地点 師8胴
内｜明亦柵(5YR5/6)

外ミにぶい燈（7.5YR6/4）

下明 胴部 陥僻文 密12 良灯 A地点

|ﾉ11Kf (5YR6/6)

外：明赤拙（5YR5/6）

ド明 lllm部i3 |踊併文 良好 綴密 l地点 WylO層
内；にぶい幟（5YR6/4）

外：にぶい黄禍（lOYR6/3）
胴部F明|‘I 陥榊文・豆粒文 良好 密 八地‘哨 節9屑

内; lf(75YR6/6)

外：にぶい赤禍（5YR5/3）

ｲく明 lll'1部15 陥榊文 微密艮凋 八地ﾉ＃
内：締（5YR6/6）

外：黒櫓(5YR3/1)
ｲ<明 lll'il部 陥併文16 良凋 徴密 A地点 朔8ﾉ崎

|ノサにぶい赤禍（5YR‘l/4）

外；にぶい禍（7.5YR5/4）
ドIﾘ1 llli1部17 |i職W文 良刺 微裾 A地点 鋪6脳

内：催（7.5YR6/6）

外：にぶい禍（75YR5/‘l）

ド|ﾘI lﾙ辨I！ |職州又'8 徴密良A1 ヘ地‘点 鋪8噸
内輔（7.5YR6/6）

外：幡（75YR6/(;）

ド|ﾘ1 部
晶
６
６
日
‘

Ｑ

ｐ

０

ａ

１

Ｐ

凸
■
Ｂ
Ⅱ
Ｊ

口
日

酢

巳

Ｕ

ｐ 雌榊文・沈線文19 良好 繊密 ヘ地点 輔8咽
内；褐（7.5YR4/il）

外I渦（7.5YRｲ1/3）

1<明 lll'il部 陥,腿線文2(） 良釘 繊密 ヘ地‘点
内：赤褐（7.5V脚I/6）

外：黒悩（lOYR3/2）

不iﾘj lll'il部 |雄起線文21 良好 徹密 ヘ地点 鮒8屑
内：暗拙（lOYR3/‘l）
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外：赤禍（5YR4/8）

胴部Fl I22 |城起線文・刺突文 良軒 敏密 A地点 第8胸
Iﾉ､1 t赤禍（5YR‘l/6）

外：燈（5YR6/6）

不明 胴部 沈線文23 良好 樵 l地点

内↓燈(5YR6/.1)

外＆にぶい赤褐（5YR4/4）

不Iﾘ1 '1同部 刺突文・沈線文2'1 良好 撤糟 A地点 "8IM

内；にぶい禍（75YR5/4）

外にぶい黄褐色（lOYR5/3）
1くI明 胴部25 lIill突文・沈線文 良好 散椛 八地』 鞆B)側

内：にぶい赤描(5YR5/4)

外：概（7.5YR6/6）

胴部不IﾘI jliI突文26 良灯 密 A地点 内而に強いナデ
内：にぶい赤柵(5YR5/4)

外！にぶい赤禍（5YR5/3）

不明 胴部27 良好 穂 A地点 内外而に条痕

内：灰褐(7.5YR4/2)

外：にぶい赤iM(5YR5/4)
不IﾘI 胴部28 良好 浦6隅A地点 外師に条痕i鼎

内：にぶい捜（5Ⅷ6/4）

外：灰渦（5YR4/2）

不IﾘI '''1部29 1“1 繊密 A地点 外面に条痕
内：にぶい赤禍(5YR4/3)

外；灰赤（2.5YI{6/2）

不明 胴部30 良卿 徴箱 l地点 外而に条痕

内：明赤渦(5YR5/6)

外；にぶい黄概（l()YR6/4）

不明 胴部31 良好 外面に条痕綴幡 A地点

内：赤褐（7.5YR4/6）

外；渦（7.5Y11fl/3）

不IﾘI 胴部32 良Al 繊椛 ヘ地,!＃ 師8脚 外|、に条痕

内：樋（5YR6/6）

外：灰褐（5YR‘I/2）

口織部不Iﾘ’ 椴栴良好 A地点 外Ihiに条痕33 ー

内；にぶい赤渦(5YR!l/3)

外：にぶい褐(7.5YR5/4)

胴部 内面に条痕不明 良好 椴密 l地点〕4

内：にぶい禍（7.5YR6/4）

外↑明赤禍（2.5YR5/6）

内外而に条痕不り1 胴部 良凋 繊密 1地点35

内：にぶい赤禍(5YR4/4)

ﾀ'. ↓にぶい褐（7.5YR5/41）

散椛 内外1mに条狼ド|ﾘ1 lll,司部 良好 A地点 鮒91衝｝6

内；無褐（IOYR3/2）

外；にぶい黄拙（l()YR6/3）

内外師に条浪良好 A地点ド|ﾘ’ 1111部37 微
－

内；にぶい赤糊(5YR5/'l)

外：にぶい禍（7.5YR5/4）

内外耐に条痕不明 胴部 密 A地点 堀6胴良好38

内：にぶい禍（7.5YR5/3）

外：禍灰（7.5VR'1/l）

胴部 密 1地点 内外師に条痕不IﾘI 良好)9

内：灰黄褐（1()YIMi/2）

外：にぶい燈（7.5YR6/4）

内外liiに条痕不IﾘI 胴部 l鋤1 級催 A地＃〕l(）

内↓澁灰(2.5YRl1/1)

外：にぶい僚（5YI(6/‘l）
胴部 識鞘 寵8脳 内外而に条痕不明 A地点良崎'1

内# Kf (5YR6/6)

外↓にぶい茜催(10YR7/4)

底部 徹補 鋪9届不IﾘI (7.0） 良好 k地点12

内↓にぶい賛椛（10Ⅶ7/3）

外：にぶい締(5YR6/4)

底部FIﾘI (76） 良好 織密 ヘ地点 輔9層13

内：明赤褐(5YR5/6)

外：にぶい赤脳（5YR5/4）

ドI 1 良灯 椴幡 A地点 鰯7ﾉ付庇部 (7．7）!‘’

1ノリ：明赤禍（2.6YR5/6）
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二越高遺跡の調査

外↓赤（I()YR4/6）

内面に赤色顔料良吻･i 散繕 ﾍ地点 第8ﾉ苗不明 旺部 (5．0）15 ＝

内：渦（7.5YR4/3）

外；にぶい茂褐(10VR5/4)
やや良好 南 A地＃1 鰯91例不明 庇部 (9.8）16

内：灰戯渦（lOYR‘1/2）

外f稀（5YR6/6）

繊犠 縮9胸I“.』 A地点F明 底部 (9.0）'7

内？渦（IOYR‘l/4）

外：幅（5YR6/6）

繊辮 A地点 第10届良好ド明 底部'8

内？幟（5YR6/6）

外：明赤渦（5YR5/6）

1地点良好 密不明 底部19

内： |ﾘl赤柵（5YR5/6）

外：楴（75YR7/6）

良鮒 綴幡 礼地点 陥起文土器ではない沈線文F明 胴部50

内：椛（7.5Ⅷ7/6）

外：明描(75YR5/6)
繊浦 k地点 露8瞬 炉内出土良好胴部不明51

内隙(5YR6/6)

外↑塒赤禍（5YR3/3）

降榊文 良好 敬密 B地点 第5届F明 n緑淵52

内：灰褐（5YR4/2）

クト哉柵(IOYR5/6)

晩榊文・隆起線文 良伽 椴癌 B地点 第5晒1-1線部ド明53

内；明断脳（10YR6/8）

外『灰岱悩（l()YR'1/2）

隆僻文 I"1 織椛 B地‘蝉 箙51筒rl織部FWj5‘I

内．にぶい黄褐（lOYR5/‘1）

外：鼎拙（lOYR3/2）

雌起線文 良伽 撤栴 B地.蝉 第5脳i<明 llllil部５
↑
軸
ｊ

Ｆ
レ
ー

内テにぷい黄催(IOYI(6/3)

外：禍灰（lOYR4/l）

11緑部 IIill突文 僻’
■

勺

４

ｐ

Ｊ
リード B地点56

吋
地
、ｊ

一
、１

内｜黒（7.5YR2/I）

外：灰澁褐（lOYR‘1/2）

針 11縁部 隆僻文 良ﾀ1 撒淵 B地‘点57

内：にぶい縦(7"5YI{6/4)

外灰褐（5YR4/2）

i<明 胴部 隙幣文58 良k・i やや絹 B地点 鯖5届

内明亦侶（5YR5/6）

外＆啼赤柵(5YR3/2)
下明 口織部 焔幣文 良好 やや栩雑 B地点 鋪5層59

内：赤禍(5VR4/6)

外：にぶい苗掲（10YR4/3）

f明 、縁部 隙排文 良好 敏携 B地点 第5臓60

内: IH(7,5YR6/6)

外；にぶい渦（7.5YR5/‘I）

不明 i●I織部 隆帯文 敏礎良好 B地点61

内：灰描（75YR'1/2）

外：赤灰（25YR‘l/l）

仮明 ｢I緑部 |雌幣文 良〃 微密62 B地点

内; IH(5YR6/6)

外:M(7.5YR4/;1)
ド明 胴部 |髄榊又 I"j 蝋 鰯5脳B地‘卿63

内：黒柵（7.5YR3/2）

外；にぶい赤渇（5YR‘!/3）

ドIﾘ1 胴部 |唯ｲlf文 l"1 猟 端5侭IB地点6'1

内；にぶい隅（7.5YR6/3）

外：褐（7.5YR4/3）

ド明 '11,11部 |唯帯文 良灯 繊箱 B地‘鞠65

内：にぶい州掛（l()YI(4/3）

外：明赤禍（5YR3/3）

下明 1M1部 |;職|文 密 B地点f良
寸

砧

Ｆ

Ｆ

Ｔ

ｑ６

Iﾉﾘ ：照渦(IOYR3/2)

外：灰褐（5YR4/2）

F明 胴部 |溢起線文 良師 B地辨繊密67

内；赤褐（5YR4/6）
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第1部越高遺跡調査報告

外；にぶい柵（7.5YR5/‘l）

口縁部不明 刺突文68 良好 綴密 脇地肖
一

内: 18(7.5YR4/jl)

外【にぶい赤禍（5YR5/'i）

胴部不IﾘI69 沈線文 良好 纐瀦 B地点 内而に条娘

内gにぶい褐(7.5YR5/4)

外↑鼎褐(2.5Y3/1)
内外miに条痕
隆起文士鼎ではない

不IﾘI '''1部7(） 敏轆良灯 B地点 鋪5肘
内↓ '1滞灰茜（2.5V4/2）

外：にぶい褐（75YR6/3）
不Iﾘ1 胴部71 良凋 徽密 B地点 蕊5M 内外側に条痕

内；灰悩（5YR5/2）

外：嬰褐(10YR3/2)
胴部不明72 良好 織密 B地点 内外1mに条痕

内：にぶい幟(7.5YR6/4)

外：幟（75YR6/6）

不明 底部73 (4.8） 綴密良好 B地点 第5制

内：明褐(7,5YR5/6)

外：にぶい赤柵(5YR5/4)
底部不明74 (5.9） 良灯 敏密 B地点 第5脚

内！灰褐(5YI(5/2)

外：洩黄催(10Yl(8/4)
不明 底部75 良好 密 B地点

内：筏茂燈(IOYR8/8)

外；赤描（2.VR'1/8）
口織部不明76 雄拙文 密やや良好 B地点 館51櫛

内：赤褐(2.5YI(41/8)

外↓赤禍（5VR‘1/6）

口縁部不明77 賎ｲ冊文 徴密 鋪5隅やや良好 B地ﾉ篤 |､1緑部に刻ll

内：にぶい赤禍(5YRfl/4)

外』にぶい赤掲（5YR‘I/4）

llli部不ﾘI78 除拙文 良好 徴馨i B地点 鞆5胴
内‘黒禍(5YR2/1)

外：にぶい赤悩（5YR41/3）

不明 1111部 傲密79 脆併文 良好 I･)地点 鰯5}fl

内』にぶい赤褐（5YR4/4）

外』 I職昌(75VR3/4)

不Wl IIIil部 微密蝿ｲIf文 良灯 13地点 第51側80

内； IlIf禍(75YR3/3)

外：砿赤禍(5YR3/4)

不明 胴部 良好 散密 第51側蹄僻文 B地点81

内：明赤悩（5YR5/6）

外：にぶい赤柵（2.5Ⅷ;l/‘l）

8‘1と同一個付不明 胴部 隆帯文・隆起線文 良好 綴密 B地点 鞆5脚82

内9黒掲(5YR2/I)

外：婚褐色（5YR3/2）

8‘lと同一個体良好 滅密 B地点 第5脳胴部 確帯文・隆起線文不明83

内；蝶褐(5YR2/1)

外’赤禍（5VR‘1/6）

良剣 密 B地点 "51W口縁部 |戦幣文・陥起線文鉢 (45.‘l）84

内：明赤渦(5YR5/6)
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越高遺跡の調査
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第22図出土石器実測図(A地点) 1 ; l/2, 2 ． 3 : 1/3
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第1部越高遺跡柵査柵告
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第23図出土石器実測図(B地点) 4･ 5 :2/3,その他: 1/3

第3表出土石器観察表

法最
＃斗

心

争

凸

８

９

■
９
凸
５
９

■
即
凸
Ⅱ
Ｉ１器郁 門材 ,脳盗I久 |州立NC

柵（“'） 駆さ（“】）長さ（c､） 砿さ（侭）

A地』ﾘ； 第8)櫛 膳部と炎而乃部が欠仙行斧
Ｊ
・
引

皿
派Ｉ仏 225.75．5 2.516．3

X地点 衝器の一部が欠損酸調 砂岩 8．5 7.0 3.9 300.8り
一

A地点砂淵くぼみに’ 917．KI 11．2 [i､49』6

B地点 第5届石雛 照蠅石 1．7I 2.8 0．3 1．(）

先端部欠111B地淵 鮒5隅石鋤 M川拓頁
･』 2.ど1 1．9 〔)－3 ()△9

B地点 第5随鮫石 砂場 6.9 2．7 120.51.36

B地卿 粥5胴7－① 測肘 頁岩 77‘79.5 6.6 | 、8

B地点剥片 篇5届貞岩 52.67－② 8．6 2．36．（）

7－①＋7－， B地点 館5屑測片 頁瑞 8.8 12‘4 1．9 130．3
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